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□	企画展｢没後100年	板垣退助の志」
□	学習用教材できました!
	 板垣退助ブックー言論で国を動かそうとした男ー

□	第95回高知近代史研究会報告
	 高知の近代部落史ー『高知の部落史』近代Ⅱー

□	伊予鉄総合企画株式会社主催	博物館講座
	 「名文句でたどる土佐の自由民権運動」
□	第19回社会科自由研究作品展報告

■
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

酒
杯
に
浮
か
ぶ「
自
由
萬
歳
」

　

明
治
維
新
後
、近
代
日
本
の
政
治
風
土
に
多
大
な
影
響

を
も
た
ら
し
た
自
由
民
権
運
動
｜
。
そ
の
自
由
と
民
権

の
気
運
も
時
代
の
奔
流
に
押
し
流
さ
れ
、組
織
内
の
軋
轢

や
求
心
力
の
低
下
な
ど
を
招
来
し
、つ
い
に
は
１
８
８
４

（
明
治
17
）年
自
由
党
の
解
党
に
ま
で
及
ん
だ
。

　

そ
の
後
、板
垣
退
助
や
後
藤
象
二
郎
ら
は
小
異
を
捨

て
大
同
を
唱
え
て
全
国
各
地
を
遊
説
、い
わ
ゆ
る「
大
同

団
結
運
動
」が
展
開
す
る
が
、殊
に
東
北
地
方
へ
の
遊
説

は
実
効
性
を
と
も
な
い
、そ
の
中
核
に
い
た
人
物
の
一

人
が「
重
野
謙
次
郎
」で
あ
る
。「
自
由
萬
歳
」「
自
由
棲
處

是
我
郷（
自
由
の
棲
む
処
こ
れ
我
が
郷
）」と
盃
の
見
込
に

描
い
た
本
人
で
あ
る
。
１
８
９
１（
明
治
24
）年
１
月
に

出
版
さ
れ
た『
大
日
本
名
士
傳
』（
山
寺
清
二
郎
編
述
兼
出

版
人
）に
よ
れ
ば
、１
８
５
４（
安
政
元
）年
12
月
に
山
形

県
天
童
に
生
ま
れ
、明
治
初
年
に
東
京
に
遊
学
、帰
郷
後
、

１
８
８
０（
明
治
13
）年「
法
律
学
社
」を
郷
里
の
山
形
に

創
設
、社
長
に
任
じ
青
年
子
弟
に
法
律
を
教
授
す
る
か
た

わ
ら
、自
由
民
権
の
拡
張
を
図
り
、そ
の
演
説
は
山
形
県

下
で
の
政
談
演
説
会
の
嚆
矢
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、政
治
結
社「
東
英
社
」を
組
織
し「
自
由
主
義
の

根
柢
を
羽
陽
の
地
盤
に
深
く
挿
入
」「
累
々
た
る
自
由
民

権
の
美
果
を
結
び
た
る
」と
評
さ
れ
、続
く
１
８
８
１（
明

治
14
）年
７
月
に
は
山
形
県
会
議
員
に
就
任
、山
形
に
東

北
７
県
の
自
由
民
権
の
有
志
を
会
し「
東
北
義
会
」を
組

織
す
る
な
ど
、東
北
全
域
に
多
大
の
影
響
力
を
持
つ
に
い

た
っ
た
。
時
に
中
央
政
界
で
は
自
由
党
解
党
後
、地
租
の

軽
減
や
言
論
集
会
の
規
制
弾
圧
、条
約
改
正
の
不
手
際
等

を
抱
え
る
政
府
に
在
野
勢
力
の
批
判
が
集
中
し
、こ
れ
ら

を
機
に
自
由
民
権
派
の
結
束
が
図
ら
れ
、後
藤
象
二
郎
ら

に
よ
る
東
北
地
方
へ
の
遊
説
が
実
施
さ
れ
た
。
重
野
は
、

後
藤
に
相
会
し「
其
の
主
義
を
賛
し
平
素
の
満
腔
熱
血
を

吐
露
し
微
躯
を
抛
ち
て
大
同
派
の
為
に
盡
す
所
あ
ら
ん
」

と
誓
っ
た
と
さ
れ
、「
自
由
萬
歳
」等
の
盃
は
、こ
う
し
た

機
会
の
酒
席
に
数
多
く
配
ら
れ
使
わ
れ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。

高
知
み
ら
い
科
学
館
館
長　

髙
橋  

信
裕

「自由萬歳」の酒杯



ギャラリートーク
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板
垣
退
助
は
、１
８
３
７（
天
保
８
）年
に
高

知
城
下
に
生
ま
れ
、１
９
１
９（
大
正
８
）年
に

83
歳
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
年
で
、板
垣

が
世
を
去
っ
て
か
ら
１
０
０
年
の
歳
月
が
経

ち
ま
す
。

　

｢

板
垣
死
す
と
も
自
由
は
死
せ
ず｣
の
名
言

と
と
も
に
、自
由
民
権
運
動
の
代
表
的
指
導
者

と
し
て
、知
ら
れ
る
板
垣
で
す
が
、自
由
民
権

期
の
活
躍
に
と
ど
ま
ら
ず
、数
多
く
の
事
績
を

残
し
て
い
ま
す
。
没
後
１
０
０
年
の
節
目
に
、

当
館
が
所
蔵
す
る
板
垣
退
助
関
連
資
料
を
通

じ
、板
垣
の
足
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、知

ら
れ
ざ
る
後
半
生
に
も
注
目
し
、板
垣
が
目
指

し
た
も
の
に
迫
り
ま
す
。

「
没
後
１
０
０
年 

板
垣
退
助
の
志
」

平成31年度
企画展

◆
期
間　

２
０
１
９
年
４
月
27
日
土
～
６
月
30
日
日　

  

◆
会
場　

１
階 

自
由
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
無
料

板
垣
が
目
指
し
た
も
の

　

板
垣
の
晩
年
の
活
動
は
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、人
生
の
最
期
ま
で
社
会
改
良
運
動

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
１
９
１
４（
大
正
３
）

年
、板
垣
は
土
陽
新
聞｢

国
政
の
根
本
方
針｣

に

お
い
て
、「
第
三
の
維
新
改
革
」に
つ
い
て
述
べ

て
い
ま
す
。
第
一
の
維
新
改
革
は
、明
治
初
年

の
国
家
統
一
の
実
現
で
あ
り
、第
二
の
維
新
改

革
で
は
、立
憲
政
体
の
樹
立
に
よ
り
国
民
の
権

利
問
題
は
ほ
ぼ
解
決
さ
れ
た
も
の
の
、国
民
の

生
活
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
と
、更
な
る
維

新
改
革
と
し
て
、社
会
改
良
の
必
要
性
を
訴
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、板
垣
は
、政
界
引
退
前
後
か

ら
晩
年
ま
で
、急
速
な
資
本
主
義
の
発
展
の
た

め
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
社
会
問
題
に
取
り
組

み
、私
財
を
投
げ
打
っ
て
、雑
誌『
友
愛
』や『
社

会
政
策
』を
発
行
し
て
世
論
の
喚
起
に
努
め

ま
し
た
。
こ
の
晩
年

の
活
動
に
限
界
は

あ
り
ま
し
た
が
、労

働
・
福
祉
・
社
会

保
障
政
策
に
お
け

る
先
駆
的
活

動
で
あ
っ
た

と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

板
垣
が
遺
し
た
品
々

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、ご
子
孫
が
大
切
に
保

管
し
て
い
る
板
垣
ゆ
か
り
の
歴
史
資
料
で
、当

館
が
寄
託
を
受
け
て
い
る
品
々
を
公
開
し
ま

す
。
洋
行
中
に
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
パ
リ
本

店
で
購
入
し
た
ト
ラ
ン
ク
を
始
め
、皇
室
か
ら

の
贈
り
物
な
ど
、貴
重
な
資
料
ば
か
り
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
番
組

  ｢

歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア｣

に

板
垣
退
助
登
場
！

　

戊
辰
戦
争
従
軍
か
ら
立
志
社
創
立
に
か
け

て
の
活
躍
を
中
心
に
、自
由
を
求
め
た
若
き
日

の
板
垣
の
姿
を
追
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３
月
に
当
館
で
取
材
及
び
撮
影
が
行
わ
れ
、５

月
に
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。
再
現
ド
ラ
マ

も
あ
る
そ
う
で
、誰
が
板
垣
を
演
じ
る
の
か
、

楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
企
画
展
を
通
じ
て
、板
垣
が
生
き
て
い
た

時
代
に
思
い
を
馳
せ
、そ
の
生
き
方
や
人
柄
を

さ
ら
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

「立憲自由党の成立」
公文  豪 氏（高知大学非常勤講師）

●日時　2019年6月15日㈯ 15時～17時
●会場　１階  民権ホール

※参加無料・駐車場あります

板垣退助銅像（高知城登り口）

『社会政策』（当館蔵）
論題からも様々な分野への
提言をおこなっていることが
うかがえる。

｢皇室より下賜されたボンボニエール（銀製
  の小型菓子器）｣（個人寄託・当館保管）
４～６cm四方と小さいながらも、八稜鏡な
ど慶事にふさわしい意匠に加え、周囲には
おめでたい鶴や松が精巧に刻まれるという
凝った造り。

記念講演会

企画展のみどころを
当館館長が解説します。

●日時　2019年５月11日㈯
　　　　14時～（約30分）
●集合場所

１階自由ギャラリー入口

申込不要 入場無料

申込不要
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今
回
、当
館
に
お
け
る
学
校
教
育
連
携
事
業

の
一
環
と
し
て
、開
館
以
来
初
め
て
の
本
格
的

な
学
習
用
教
材
と
な
る『
板
垣
退
助
ブＢ

Ｏ

Ｏ

Ｋ

ッ
ク 

～
言
論
で
国
を
動
か
そ
う
と
し
た
男
～
』（
以

下『
ブ
ッ
ク
』と
い
う
）を
作
成
し
ま
し
た
。

【
目 

的
】

　

こ
れ
は
、郷
土
の
先
人
で
あ
り
、２
０
２
０

年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
新
し
い
小
学
校

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、取
り
上
げ
る
べ

き
人
物
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る「
板
垣
退
助
」

（
以
下「
退
助
」と
い
う
）に
関
す
る
副
読
本
を

作
成
し
配
布
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
に
退

助
や
自
由
民
権
運
動
の
歴
史
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、同
本
を
テ
キ
ス

ト
と
し
た
出
前
授
業
や
教
員
向
け
研
修
の
実

施
等
、学
校
現
場
へ
の
学
習
支
援
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
ブ
ッ
ク
』を
活
用
す
る
こ
と
で
、「
小

学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
社
会
編
」（
２
０
１
７

（
平
成
29
）年
６
月
文
部
科
学
省
）で
示
さ
れ
た

次
の
事
項
に
対
応
で
き
る
た
め
、学
校
側
に

 
～
言
論
で
国
を
動
か
そ
う
と
し
た
男
～

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

◦
授
業
に
お
い
て
、新
聞
や
公
的
機
関
が
発
行

す
る
資
料
等
を
一
層
活
用
す
る
こ
と
。

◦
教
科
の
内
容
に
関
係
す
る
専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
と
円
滑
な
連
携
・
協
働
を
図
り
、

社
会
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
て
課
題
を
追

求
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。

◦
博
物
館
や
資
料
館
、図
書
館
な
ど
の
公
共
施

設
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
。

◦
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
の
充
実
に
努
め

る
こ
と
。

【
構 

成
】

　
『
ブ
ッ
ク
』の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

も
く
じ
及
び
人
物
関
係
図

（
本
編
）

少
年「
猪
之
助
」か
ら
侍「
退
助
」へ

江
戸
幕
府
が
た
お
れ
る  

倒
幕
運
動
と
退
助

新
し
い
政
府
を
つ
く
る  

明
治
政
府
と
退
助

自
由
民
権
運
動
が
広
ま
る退助

、自
由
党
総
理
に

国
会
が
開
か
れ
る  

そ
の
後
の
退
助

（
資
料
編
）

板
垣
退
助
あ
れ
こ
れ

板
垣
退
助
略
年
表 

高
知
市
中
心
部
民
権
史
跡
案
内
図

関
係
施
設（
博
物
館
・
図
書
館
）紹
介

【
工 

夫
】

　
『
ブ
ッ
ク
』は
、小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た

学
習
用
教
材
と
し
て
、次
の
よ
う
な
工
夫
を
加

え
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

① 

編
集
作
業
に
教
員
が
参
加

　
『
ブ
ッ
ク
』の
大
き
な
特
徴
は
、編
集
作
業
に

学
校
教
員
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、高
知
市
教
育
研
究
会
社
会（
小
）部

会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
３
名
の
会
員（
教
員
）

を
編
集
会
議
へ
招
聘
し
、企
画
・
編
集
の
過
程

に
お
い
て
、学
校
教
員
な
ら
で
は
の
貴
重
な
意

見
を
多
数
い
た
だ
き
、そ
れ
を
反
映
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

② 

教
科
書
に
対
応
し
た
内
容

　

本
編
に
つ
い
て
は
、高
知
市
内
の
小
学
校
で

使
わ
れ
て
い
る
教
科
書（『
小
学
社
会
６
上
』教

育
出
版
）の
う
ち
、日
本
近
代
史
を
学
習
す
る

項
目
に
対
応
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（【
構
成
】で
紹
介
し
て
い
る
タ
イ
ト
ル
の
う

ち
、傍
線
部
分
は
、教
科
書
と
同
じ
タ
イ
ト
ル

を
採
用
し
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、退
助
の
視
点
で
日
本
近
代
史
を
俯
瞰

す
る
と
同
時
に
、同
時
代
に
お
け
る
土
佐
・
高

知
で
の
出
来
事
も
紹
介
し
て
お
り
、教
科
書
を

『
ブ
ッ
ク
』に
置
き
換
え
て
日
本
近
代
史
の
授

業
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

③ 

教
員
向
け「
解
説
」の
作
成

　
『
ブ
ッ
ク
』の
使
用
は
学
校
教
員
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、同
本
の
構
成
意

図
や
掲
載
内
容
に
つ
い
て
補
足
説
明
し
た
教

員
向
け
の「
解
説
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、教
員
の
下
調
べ
等
に
か
か
る
負

担
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、授
業
で
使
用
さ
れ

な
く
て
も
、教
員
自
身
に
同
本
を
参
考
資
料
と

し
て
退
助
や
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り

ま
す
。

※『
ブ
ッ
ク
』作
成
の
経
過
に
つ
い
て
は
、当
館
紀
要
24

号
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
御
覧
く

だ
さ
い
。

【
配 

布
】

　
『
ブ
ッ
ク
』は
、高
知
市
内
に
通
学
す
る
小
学

６
年
生
全
員
を
対
象
に
、２
０
１
８（
平
成
30
）

〜
２
０
２
０
年
度
の
三
か
年
度
連
続
し
て
配

布
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、少
し
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

『
ブ
ッ
ク
』を
配
布
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、学

校
教
員
へ
繰
り
返
し『
ブ
ッ
ク
』を
周
知
し
て

い
く
た
め
に
三
か
年
計
画
と
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の『
ブ
ッ
ク
』作
成
・
配
布
事
業
を
通
し

て
、今
後
の
学
校
教
育
連
携
推
進
に
関
す
る
多

く
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、学
校
教
員
と
の
連
携
を
実
践
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
年
度
以
降
も『
ブ
ッ
ク
』を
使
っ
た
教
員

向
け
研
修
や
授
業
計
画
提
案
の
実
施
等
、学
校

教
育
と
の
連
携
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

『ブック』の人物関係図に
登場するイラストです。
誰だか分かりますか？

①②③

※答えは6ページにあります。

できました!

板
垣
退
助
ブ
ッ
ク

これで
あなたも
退助博士!

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ



第
95
回 

高
知
近
代
史
研
究
会
報
告

ー『
高
知
の
部
落
史
』
近
代
Ⅱ
ー

吉
田  

文
茂
（
高
知
近
代
史
研
究
会
副
会
長
）
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運
動
が
し
だ
い
に
官
主
体
の
部
落
改
善
政
策
と
し
て
定
着
し
て

い
く
様
子
を
見
た
。
そ
の
際
、部
落
内
の
有
力
者
と
と
も
に
官

公
庁
の
職
員
や
警
察
官
、さ
ら
に
は
周
辺
の
有
力
者
な
ど
の
温

情
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、そ
の
活
動
も
当
初
は

風
俗
改
良
一
点
張
り
で
あ
っ
た
の
が
、部
落
の
経
済
向
上
に
力

点
を
置
い
て「
貧
困
」か
ら
の
脱
却
が
め
ざ
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴

的
で
あ
っ
た
。

　

１
９
１
６（
大
正
５
）年
以
降
、高
知
県
段
階
で
の
部
落
改
善

が
本
格
化
す
る
が
、１
９
１
９（
大
正
８
）年
10
月
の
高
知
県
公

道
会
の
結
成
に
よ
っ
て
、部
落
改
善
か
ら
融
和
へ
の
移
行
が
開

始
さ
れ
る
。
高
知
県
公
道
会
は
当
初
は
部
落
改
善
団
体
と
し
て

ス
タ
ー
ト
す
る
が
、全
国
水
平
社
の
結
成
や
中
央
で
の
融
和
団

体
の
再
編
の
動
き
を
受
け
て
、１
９
２
５（
大
正
14
）年
に
組
織

的
性
格
を
変
更
し
て
融
和
団
体
へ
と
衣
更
え
を
お
こ
な
う
。
機

関
誌『
公
道
』を
発
行
し
、国
民
融
和
日
に
は
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
布
、自
動
車
利
用
路
傍
宣
伝
、融
和
標
語
発
表
、町

村
長
・
学
校
長
へ
の
通
牒
、県
民
に
対
す
る
知
事
訓
示
の
新
聞

へ
の
掲
載
、融
和
日
絵
葉
書
の
使
用
な
ど
、県
民
に
対
す
る
融
和

親
善
の
と
り
く
み
を
強
化
し
て
い
っ
た
。

　

２
０
１
８（
平
成
30
）年
９
月
８
日
、第
95
回 
高
知
近
代
史
研

究
会
で
報
告
し
た
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　

１
９
７
８（
昭
和
53
）年
に「
高
知
県
に
お
け
る
部
落
史
研
究

の
進
展
と
同
和
教
育
へ
の
寄
与
」を
め
ざ
し
て
高
知
県
部
落
史

研
究
会
が
結
成
さ
れ
、今
年
で
40
年
を
迎
え
た
。
こ
の
間
、高
知

県
に
お
け
る
同
和
教
育
の
推
進
と
部
落
史
の
掘
り
起
こ
し
に
関

し
て
一
定
寄
与
で
き
た
も
の
の
、１
９
８
０
年
代
後
半
を
ピ
ー

ク
に
し
て
会
員
数
の
減
少
と
固
定
化
が
進
ん
だ
。
そ
こ
で
、結

成
40
年
を
機
に
、高
知
県
部
落
史
研
究
会
は
解
散
す
る
こ
と
に

し
、こ
れ
ま
で
の
成
果
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。

２
０
１
７（
平
成
29
）年
７
月
に
刊
行
し
た『
高
知
の
部
落
史
』

（
解
放
出
版
社
発
売
）が
そ
れ
で
あ
る
。
同
書
は
第
一
部「
中
世
・

近
世
」と
第
二
部「
近
代
」に
分
か
れ
、第
二
部
の「
第
六
章 

部
落

改
善
へ
」、「
第
七
章 

融
和
と
水
平
」、「
第
八
章 

昭
和
恐
慌
以
降

の
部
落
差
別
撤
廃
運
動
」、「
第
九
章 

戦
時
下
の
部
落
問
題
」を

担
当
し
た
。

　

内
容
の
概
略
と
し
て
、最
初
に
、１
９
０
０
年
代
か
ら
は
じ
ま

る
部
落
改
善
が
高
知
県
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い

く
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
、自
主
的
に
は
じ
め
ら
れ
た
改
善

　

一
方
、１
９
２
３（
大
正
12
）年
４
月
５
日
に
結
成
さ
れ
た
高

知
県
水
平
社
は
全
国
水
平
社
の
宣
言
、綱
領
、決
議
に
そ
っ
て
運

動
を
展
開
し
、い
く
つ
か
の
差
別
事
件
で
は
徹
底
的
な
糺
弾
闘

争
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、高
知
県
全
体
を
カ
バ
ー
す

る
ほ
ど
の
組
織
的
勢
力
を
持
つ
こ
と
は
な
く
、大
き
な
広
が
り

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
水
平
社
の
組
織
の
脆
弱
性
を
カ

バ
ー
し
た
の
が
自
主
的
に
展
開
さ
れ
た
融
和
運
動
で
あ
っ
た
。

特
に
、植
村
省
馬
を
中
心
と
す
る
高
知
県
自
治
団
は
水
平
運
動

家
も
吸
収
し
て
、高
知
県
公
道
会
と
つ
か
ず
離
れ
ず
の
状
態
を

保
ち
な
が
ら
、部
落
差
別
撤
廃
を
訴
え
て
い
っ
た
。

　

１
９
３
０
年
代
に
な
る
と
、水
平
社
の
組
織
化
は
農
民
組
合

の
組
織
化
と
連
動
し
て
進
め
ら
れ
、長
浜
町
長
差
別
事
件
糺
弾

闘
争
の
よ
う
に
、「
全
農
と
全
水
と
の
共
同
闘
争
」と
し
て
一
定

評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、そ
の
運
動
の
な
か
か
ら

戦
後
の
部
落
解
放
運
動
を
担
う
若
手
活
動
家
も
登
場
し
て
く
る

よ
う
に
な
る
。

　

融
和
運
動
の
側
で
は
、融
和
教
育
と
青
年
融
和
運
動
、婦
人
融

和
運
動
の
推
進
が
叫
ば
れ
、１
９
３
０
年
代
の
高
知
県
の
融
和

運
動
を
代
表
し
て
い
く
。
研
究
指
定
校
の
発
表
な
ど
融
和
教
育

の
推
進
は
戦
後
の
同
和
教
育
の
発
展
に
結
び
つ
き
、青
年
融
和

運
動
に
新
た
に
参
加
し
た
青
年
の
な
か
か
ら
戦
後
の
部
落
解
放

運
動
家
も
数
多
く
登
場
し
て
く
る
。

　

ま
た
、１
９
３
２（
昭
和
７
）年
か
ら
は
じ
ま
る
部
落
経
済
更

生
運
動
は
高
知
県
に
お
い
て
も
産
業
奨
励
や
経
費
節
約
等
の
徹

底
を
通
じ
て
部
落
の
経
済
的
安
定
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

強
調
さ
れ
た
の
が「
自
力
更
生
」で
あ
り
、経
済
更
生
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
、そ
れ
を
担
う
人
材
の
養
成
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
中
堅
人
物
養
成
講
習
会
を
受
講
し
た
若
者
の

多
く
は
青
年
融
和
運
動
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た
が
、戦
中
か
ら

戦
後
に
か
け
て
各
部
落
内
の
指
導
者
と
し
て
成
長
し
て
い
く
。

戦
後
、同
和
事
業
は
新
た
な
形
で
実
施
さ
れ
て
い
く
が
、そ
の
担

い
手
の
多
く
は
戦
前
・
戦
中
の
運
動
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た
。

『高知の部落史』（2017年7月刊行）
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２
０
１
８（
平
成
30
）年
12
月
14
日
、当
館
指
定
管

理
者
で
あ
る
伊
予
鉄
総
合
企
画
株
式
会
社
が
主
催

し
た
博
物
館
講
座
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

  

言
論
戦
と
名
文
句

　

自
由
民
権
運
動
は
言
論
に
よ
っ
て
世
論
に
訴
え
、

同
志
を
増
や
し
、そ
の
力
で
世
の
中
を
変
え
て
い
こ

う
と
い
う
運
動
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ど
う
表
現
し
伝
え
る
か
に
、努
力
を
傾
注
し
た
。

そ
こ
か
ら
名
文
句
と
い
え
る
表
現
が
生
み
出
さ
れ

て
き
た
と
い
え
る
。

  

明
治
10
年
土
佐
の
選
択

　

１
８
７
７（
明
治
10
）年
、西
南
戦
争
に
対
し
て
土

佐
の
士
族
、と
く
に
板
垣
率
い
る
立
志
社
の
動
向
が

全
国
の
注
目
を
集
め
た
。
様
々
な
意
見
が
渦
巻
い
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、東
京
や
立
志
学
舎
で
西
洋
政

治
思
想
を
学
ん
だ
若
手
は
、挙
兵
論
に
傾
く
こ
と
な

く
、早
く
か
ら
演
説
会
と
雑
誌
発
行
の
準
備
を
進
め

て
い
た
。

　

大
衆
に
向
け
た
演
説
会
は
６
月
か
ら
、雑
誌
発
行

は
８
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
板
垣
も
８
月「
我
ガ
立

志
ノ
民
権
ヲ
一
町
ヨ
リ
一
区
ニ
及
シ
、一
区
ヨ
リ
一

県
ニ
及
シ
、各
県
全
国
ニ
及
シ
、衆
力
一
致
ノ
上
、大

政
府
ニ
向
テ
為
ス
所
ア
ル
ニ
如
カ
ズ
」と
述
べ
た
。

こ
う
し
て
言
論
戦
と
し
て
の
自
由
民
権
運
動
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、名
文
句
も
続
々
と
登
場
し
た
。

  

明
治
10
年
の
名
文
句

◆「
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
」 

植
木
枝
盛

　
『
海
南
新
誌
』第
一
号（
明
治
10
年
８
月
25
日
）の

「
緒
言
」に「
天
下
ノ
人
称
シ
テ
、自
由
ハ
土
佐
ノ
山
間

ヨ
リ
発
シ
タ
リ
ト
云
フ
コ
ト
ア
ル
ニ
至
レ
ハ
」と
あ

る
。
高
知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は「
平
成
12
年
９
月

高
知
県
議
会
定
例
会
に
お
い
て
請
願
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
高
知
県
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
言
葉
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。」と
あ
り
、「
高
知
県
詞
」

と
な
っ
た
。

◆「
明
治
第
二
ノ
改
革
ヲ
希
望
ス
ル
ノ
論
」 

植
木
枝
盛

　
『
海
南
新
誌
』第
五
号（
明
治
10
年
９
月
22
日
）掲
載

の
論
文
名
で
あ
る
。

　

植
木
は「
戊
辰
ノ
如
キ
ハ
、政
府
ノ
変
換
ニ
シ
テ
政

体
ノ
変
革
ニ
非
ズ
―
要
ス
ル
ニ
、今
日
ハ
則
更
ニ
又

第
二
ノ
改
革
ヲ
為
シ
」と
述
べ
、こ
れ
か
ら
第
二
の
改

革
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

◆「
世
ニ
良
政
府
ナ
ル
者
ナ
キ
ノ
説
」 

植
木
枝
盛

　

植
木
枝
盛
日
記（
明
治
10
年
11
月
24
日
）に「
演
説

会  

世
に
良
政
府
な
き
を
論
ず
」と
あ
り
、「
人
民
ハ

政
府
ヲ
シ
テ
良
政
府
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
道
ア
レ
ド
モ
、

政
府
単
ニ
良
政
府
ナ
ル
モ
ナ
キ
ナ
リ
」 「
夫
レ
政
府

ハ
単
ニ
良
政
府
ナ
シ
、人
民
唯
之
ヲ
良
政
府
ト
ナ
ラ

シ
ム
ル
ノ
ミ
」と
演
説
し
て
い
る
。

  

演
説
会
の
演
題
と
民
権
歌
謡
と
鉢
巻

◆
機
関
誌
の
論
説
は
演
説
内
容
と
連
動
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば「
独
裁
政
治
ノ
不
善
ナ
ル

ヲ
論
ズ
」坂
南
洋（『
海
南
新
誌
』第
二
号  

明
治
10
年

９
月
８
日
）、「
人
民
ノ
御
シ
難
キ
ハ
国
家
ノ
幸
福
ナ

ル
ヲ
論
ス
」秋
山
清
造（
同 

第
十
一
号  

11
月
10
日
）、

「
専
制
政
府
ハ
火
山
ノ
頂
ニ
坐
ス
ル
カ
如
キ
ノ
論
」無

署
名（『
土
陽
新
聞
』第
二
九
号  

明
治
11
年
３
月
30

日
）な
ど
で
あ
る
。

◆
民
権
家
は
、歌
に
も
自
由
民
権
の
思
想
を
盛
り
こ

ん
だ
。

「
民
権
数
へ
歌
」（
明
治
10
年
） 

植
木
枝
盛 

作

「
一
つ
と
せ  

人
の
上
に
は
人
ぞ
な
き  

権
利
に
か

わ
り
が
な
い
か
ら
は  

こ
の
人
じ
ゃ
も
の
」

「
よ
し
や
武
士
」（
同
年
） 

安
岡
道
太
郎 

編

「
よ
し
や  

南
海
苦
熱
の
地
で
も  

粋
な
自
由
の
風

が
吹
く
」

　

こ
れ
ら
は
、「
此
節
高
知
で
流
行
す
る
俚
謡
は
｜
中

略
｜
ヨ
シ
ヤ
ブ
シ
な
ら
ざ
る
は
な
し
」（『
大
坂
日
報
』  

明
治
11
年
１
月
25
日
）と
あ
る
よ
う
に
大
い
に
流
行

し
た
。

　

な
お
、こ
の
よ
う
な
歌
は
歌
詞
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、安
岡
の
編
さ
ん
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い

歌
詞
で
、後
に
高
知
の
料
亭
で
歌
わ
れ
て
い
た
も
の

に
次
が
あ
る
。「
よ
し
や 

圧
制
す
る
な
ら
さ
ん
せ　

ル
イ
16
世
の
末
を
観
よ
」

◆
１
８
７
８（
明
治
11
）年
３
月
７
日
の
招
魂
祭
に

「
各
社
少
壮
の
輩
」が
隊
伍
を
組
ん
で
参
詣
し
た
が
、

そ
の
鉢
巻
に
は
、「
民
権
自
由
」「
享
自
由
不
然
死
耳
」

「
自
由
棲
処
是
我
郷
里
」な
ど
と
記
し
て
い
た
。（『
土

陽
新
聞
』第
三
四
号  

明
治
11
年
４
月
10
日
）

  

植
木
枝
盛
と
い
う
才
能

　

や
は
り
、植
木
枝
盛
に
は
、今
で
言
え
ば
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
天
賦
の
才
能
が
あ
っ
た
と
い
え

る
。
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
以
外
に
も
、「
自
由
ハ
鮮

血
ヲ
以
テ
買
ハ
ザ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
論
」（『
湖
海
新

報
』十
一
号  

明
治
９
年
６
月
）、「
男
女
同
権
ハ
海
南

ノ
某
一
隅
ヨ
リ
始
ル
」（『
高
知
新
聞
』  

明
治
14
年
８

月
31
日
）、「
生
キ
テ
奴
隷
ノ
民
タ
ラ
ン
与
リ
ハ
死
シ

テ
自
由
ノ
民
タ
ラ
ン
」（ 

『
三
大
事
件
建
白
書
』  

明

治
20
年
）、「
未
来
が
其
の
胸
中
に
在
る
者
之
を
青
年

と
云
ふ
」（『
無
天
雑
録
』  

明
治
22
年
２
月
18
日
）な

ど
が
あ
る
。

  

そ
の
他
の
名
文
句

　

こ
れ
以
外
に
も
、多
く
の
名
文
句
が
あ
り
、自
由
民

権
運
動
を
彩
っ
て
い
る
。

◆「
板
垣
死
す
と
も
自
由
は
死
せ
ず
」（
明
治
15
年
）

◆「
頼
む
所
は
天
下
の
輿
論  

目
指
す
か
た
き
は
暴

虐
政
府
」 

馬
場
辰
猪（『T

he Political Condition 
of Japan

（
日
本
政
治
の
状
態
）』  

明
治
21
年
）

◆「
国
家
の
将
に
滅
亡
せ
ん
と
す
る  

之
を
傍
観
座

視
す
る
に
忍
び
ず  

寧
ろ
法
律
の
罪
人
た
る
も  

退

て
亡
国
の
民
た
る
能
は
ず
」（『
保
安
条
例
廃
止
の
建

白
書
』  

明
治
20
年
）

◆「
自
由
は
取
る
可
き
物
な
り  

貰
う
可
き
品
に
非

ず
」中
江
兆
民（『
自
由
平
等
経
綸
』三
号  

明
治
24
年

４
月
１
日
）

  

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ヘ
ン
リ
ーP

a
tric

k
 H

e
n

ry 

の
影
響

　

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ヘ
ン
リ
ー
は
、ア
メ
リ
カ
独
立

革
命
の
英
雄
の
一
人
で
１
７
７
５
年
３
月
23
日

の
演
説
の
末
尾「give m

e liberty or give m
e 

death!

」「
我
に
自
由
を
与
え
よ  

然
ら
ず
ん
ば
死

を
！
」で
知
ら
れ
て
い
る
。
民
権
家
も
こ
の
フ
レ
ー

ズ
に
感
銘
し
た
。

　

す
で
に
紹
介
し
た「
享
自
由
不
然
死
耳
」「
生
キ
テ

奴
隷
ノ
民
タ
ラ
ン
与
リ
ハ
死
シ
テ
自
由
ノ
民
タ
ラ

ン
」に
も
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、直
接
的
に

は
、民
権
踊
り「
米
国
独
立
曲
」（『
高
知
新
聞
』  

明
治

14
年
８
月
１
日
）に「
中
に
抜
群（
す
ぐ
れ
）し
パ
ト
リ

ク
ヘ
ン
リ
ー  

眼
血
走
り
つ
ゝ
た
ち
あ
が
り  

我
に

自
由
を
与
よ
神
よ  

自
由
な
け
れ
ば
死
を
与
へ
よ
」

と
あ
り
、植
木
も『
自
由
詞
林
』（
明
治
20
年
10
月
７

日
出
版
御
届
）で「
さ
れ
ば
パ
ト
リ
ク  

ヘ
ン
リ
ー
は  

天
に
誓
ひ
て  

吾
々
に  

自
由
を
畀
へ
よ　

否
ら
ず

ば  

死
を
授
け
よ
と  

叫
び
け
り
」と
謡
っ
た
。

　

こ
の
よ
う

に
、土
佐
の
自

由
民
権
運
動
は

数
多
く
の
名
文

句
に
彩
ら
れ
て

い
る
。

筒
井  

秀
一（
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
館
長
）

名
文
句
で
た
ど
る

　
　
土
佐
の
自
由
民
権
運
動

博
物
館
講
座（
伊
予
鉄
総
合
企
画
株
式
会
社
主
催
）
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第19回社会科自由研究作品展　特別賞38作品

　

こ
の
作
品
展
は
、当
館
開
館
10
周
年
を
記

念
し
て
始
ま
り
、今
年
で
19
回
目
と
な
り
ま

す
。
今
回
も「
歴
史
」「
人
物
」「
地
理
・
文
化
」

「
体
験
」な
ど
全
８
分
野
に
数
々
の
力
作
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
35
校
、義
務
教
育
学
校
１
校
、中
学

校
２
校
か
ら
合
計
２
４
６
点
の
応
募
が
あ

り
、そ
の
中
か
ら
38
点
を
特
別
賞
に
選
定
し
、

２
月
２
日（
土
）に
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。 第19回

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

●
前
期　

平
成
31
年
１
月
23
日（
水
）～
２
月
７
日（
木
）

　

後
期　
　
　
　
　

２
月
９
日（
土
）～
２
月
24
日（
日
）

●
共
催　

高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会

　

期
間
中
１
，２
２
９
名
の
皆
さ
ん
に
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
と
て
も
す

ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
読
ん
で
い
て
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
！
」「
子
ど
も
た
ち
の
発
想
と

き
ち
ん
と
最
後
ま
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
」「
ど
れ
も
よ
く
研
究
さ
れ

て
い
て
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」「
全
作

品
の
展
示
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
も

喜
び
ま
し
た
。
ぜ
ひ
毎
年
続
け
て
く
だ
さ

い
!!
」な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

当館マスコットキャラクター
「じゅっぴー」

賞 分野 学  校 学年 氏  名 作品名

自
由
民
権
記
念
館
特
別
賞

地域･
福祉

はりまや橋
小学校 3 岡林　修司 高知県の図書館調べ

産業･
交通 大津小学校 3 藤原　快成 発見！高知のナンバー1

しょうが

体験 秦小学校 4 野町　健太 紙はどうやってつくられて
いるのか

人物 高知大学教育学部
附属小学校

4 小松　優日 川井家をさぐる
～大豊町立川の名門・川井家～6 小松　愛桜

環境 高知大学教育学部
附属小学校 5 太田希乃香 環境モデル都市

一歩先行く梼原町

地理･
文化 五台山小学校 5 蒲原　拓樹 宇津野ずい道ができる前

歴史 神田小学校 6 松田　紗門 ぼくらが忘れてはいけない
吉野の戦争の話

総合 鴨田小学校 6 松本　泰誠 ひばあちゃんの見た広島

環境
一宮東小学校 4 西山　来希 わたしたちの出すごみの行方

高知大学教育学部
附属小学校 6 島崎　心花 海が悲鳴を上げています

海のゴミ問題について考える

立
志
社
賞

産業･
交通

高須小学校 3 辻　美乃莉 おじいちゃんのおいしい文旦

鴨田小学校 4 筒井ひかり 道の駅のそばには
面白いものがいっぱい

三里小学校 5 植村　英太 カツオ大研究 2018 夏

旭東小学校 5 高橋　慧伍 知っているけど知らない
道路の標示や標識

一ツ橋小学校 6 秋山　也実 地野菜って何だろう？

夢
・
人
・
自
由
賞

人物

高知大学教育学部
附属小学校 3 正木　秀美 史跡めぐり 宿毛

潮江東小学校 4 久武　應介 ジョン万次郎と
人生をかえてくれた人

初月小学校 5 大坪　奈央 植木枝盛 ～行動する思想家～

賞 分野 学  校 学年 氏  名 作品名

よ
さ
こ
い
民
権
賞

総合

高知大学教育学部
附属小学校 1 西村　帆禾 100ねんまえの1ねんせいと

いまの1ねんせい

春野東小学校 4 宮地　　盟 春野町の用水路

高知大学教育学部
附属小学校 5 清水　奏仁 めざせ自給率100％！

地産地消クッキング in 高知

朝倉小学校 6 行貞　深尋 西日本豪雨と
ボランティアについて

ジ
ョ
ン
万
次
郎
賞

体験

鴨田小学校 4 一色　優汰 四万十川の沈下橋に
全部いってみた！

はりまや橋
小学校 4 宮部　　彩

のいち動物公園の
脳性まひのチンパンジー
ミルキーと私の成長記

横浜新町小学校 5 河添　真宙 京都に行って学んだこと

朝倉第二小学校 6 應儀　吏玖 カンボジアについて

地域･
福祉

高知大学教育学部
附属小学校 3 松井　結叶 やさしさを見つけに行こう

朝倉第二小学校 3 松尾　聡子 寺ケ谷地区の防災と安全

横浜小学校 5 藤本　　駿 命を守る防災マップ

植
木
枝
盛
賞

地理･
文化

高須小学校 4 竹村　胡美 日本の郷土料理

義務教育学校
土佐山学舎 4 松本伊生里 2018Ｗ杯 出場国の料理

昭和小学校 5 要　　美帆 特別天然記念物 土佐の長尾鶏

第四小学校 6 吉村紘太朗 室戸ユネスコ 世界ジオパーク

板
垣
退
助
賞

歴史

高須小学校 1 武井　基樹 にんじゃのたべもの

旭小学校 3 平井　美暖 ご先祖さまを調べました

潮江南小学校 5 楠瀬　　耀 祖父といっしょに取り組んだ 
堺事件

第四小学校 6 小澤　　禱 土偶って何…!!

春野西小学校 6 中谷　亮翔 家紋について

自
由
の

ふ
る
さ
と
賞

表彰式の記念撮影

自
由
の
と
も
し
び
賞

展示の様子

「鏡の風
かざおと

音」さんに
よるオカリナ演奏会

3ページの答：①西郷隆盛　②大隈重信　③伊藤博文
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資
料
紹
介　

自
由
民
権
運
動
の
時
期
に
は
、「
自
由
」や

「
民
権
」さ
ら
に「
板
垣
」な
ど
が
、は
や
り
言

葉
と
し
て
人
び
と
の
間
に
広
ま
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
高
知
市
民
図
書
館
近
森
文
庫
に
は「
板
垣
」

「
自
由
」の「
泥
め
ん
こ
」が
あ
り
、当
館
で
開

館
以
来
常
設
展
示
し
て
い
ま
す（
写
真
１
）。「
泥

め
ん
こ
」と
は
、お
は
じ
き
の
よ
う
な
遊
び
方

を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
土
器
製
の
玩
具
で
、

家
紋
、動
物
、植
物
な
ど
の
絵
模
様
が
型
押
し

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
泥
め
ん
こ
」に「
板
垣
」や「
自
由
」が

表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、自
由
民
権
運
動

が
玩
具
に
ま
で
映
し
出
さ
れ
て
、興
味
深
い

と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た「
泥
め
ん
こ
」の
新

た
な
登
場
を
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
、近
年
、

市
街
地
の
発
掘
調
査
で
驚
き
の
出
土
が
あ
り

ま
し
た
。

■
追
手
筋
遺
跡（
オ
ー
テ
ピ
ア
）

　

２
０
１
３（
平
成
25
）年
８
月
〜
２
０
１
４

（
平
成
26
）年
２
月
に
、高
知
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
オ
ー
テ
ピ
ア（
新
図

書
館
等
複
合
施
設
）建
設
に
と
も
な
う
、「
高

知
市
追
手
筋
遺
跡
」発
掘
調
査
で
、「
板
垣
」

「
相
原
」「
自
」「
憲
」が
出
土
し
ま
し
た（
写
真

２
）。「
相
原
」は
１
８
８
２（
明
治
15
）年
岐

阜
で
板
垣
が
襲
撃
さ
れ
た「
板
垣
遭
難
」の

犯
人
相
原
尚
褧
と
思
わ
れ
ま
す
。「
板
垣
」

と「
相
原
」を
戦
わ
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
自
」は「
自
由
」、「
憲
」は「
憲
法
」を
連

想
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に

「
自
由
」が
反
転
し
た
、

す
な
わ
ち
型
と
な
る
も

の
も
出
現
し
ま
し
た
。

も
し
か
す
る
と
こ
れ
に

粘
土
を
つ
め
て「
自
由
」

を
取
り
出
す
型
遊
び
に

使
っ
た
も
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
の
土
地
は
、

１
８
７
２（
明
治
５
）年

か
ら
小
学
校
用
地
で

あ
り
、子
供
た
ち
が「
自

由
」の「
泥
め
ん
こ
」を

自
作
し
て
遊
ん
で
い
た

と
想
像
す
る
の
も
楽
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

■
帯
屋
町
遺
跡（
高
知
県
自
治
会
館
）

　

２
０
１
５（
平
成
27
）年
３
月
に
高
知
市

教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
、高
知
県
自
治
会

館
新
庁
舎
建
設
に
と
も
な
う「
高
知
市
帯
屋

町
遺
跡
」発
掘
調
査
に
よ
り「
板
垣
」「
相
原
」

「
民
」が
出
土
し
ま
し
た（
写
真
３
）。「
板
垣
」は

大
・
小
が
あ
り
、「
板
垣
」の
特
別
な
存
在
感

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

■
帯
屋
町
遺
跡（
高
知
市
役
所
新
庁
舎
）

　

２
０
１
７（
平
成
29
）年
４
月
〜
２
０
１
８

（
平
成
30
）年
10
月
に
高
知
市
教
育
委
員
会

が
実
施
し
た
、高
知
市
役
所
新
庁
舎
建
設
に

と
も
な
う「
高
知
市
帯
屋
町
遺
跡
」発
掘
調

査
に
よ
り
、「
板
垣
」「
相
原
」「
民
権
」が
出
土

し
ま
し
た（
写
真
４
）。
こ
こ
で
も「
板
垣
」の
大

が
出
土
、さ
ら
に「
民
権
」が
初
め
て
出
土
し

た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

写真３ 高知市帯屋町遺跡（高知県自治会館新庁舎建設地）
　　　 より出土。「板垣」（大・小）「相原」「民」

写真１ 近森文庫より。「自由」「板垣」

◆「
泥
め
ん
こ
」出
現

写真２ 高知市追手筋遺跡（オーテピア建設地）より
　　　 出土。「板垣」「自」「相原」「憲」、「自由」の型

写真４ 高知市帯屋町遺跡（高知市役所
　　　 新庁舎建設地）より出土。
　　　 「民権」「相原」「板垣」

◦	

報
告
書
は
、『
追
手
筋
遺
跡	

｜
新
図
書
館
等

複
合
施
設
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書

｜
』が
高
知
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
刊
行
物
」で
、『
帯
屋
町

遺
跡	

｜
高
知
県
自
治
会
館
新
庁
舎
建
設
に

伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
報
告
書
｜
』が
奈
良

文
化
財
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
全
国
遺

跡
報
告
総
覧
」で
、閲
覧
で
き
ま
す
。
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行 事 予 定 予定は変更になる場合があります。詳しくは自由民権記念館までお問い合わせください。（春・夏）

  開催中～4月7日（日）  

■企画展 
「明治第二ノ改革

－自由民権－を志した人々」
会場：２階特別展示室
※常設展観覧券が必要

  4月29日（月・祝）15：10～17：00  

◆自由民権記念館友の会総会・記念講演会
「横山又吉と高知商業」

－民権家横山又吉と教育者横山又吉－
講師：栁井  正持氏
　　  （元高知市立高知商業高等学校校長）
会場：１階研修室
※総会  13：30～

  4月27日（土）～6月30日（日）  

■企画展 
「没後100年 板垣退助の志」

会場：１階自由ギャラリー
※入場無料

   6月15日（土）15：00～17：00  

■高知近代史研究会第98回研究会
「没後100年 板垣退助の志」

記念講演会
「立憲自由党の成立」

講師：公文  豪氏
　　  （高知大学非常勤講師）
会場：１階民権ホール

高知県から感謝状
　２月15日（金）「志国高知幕末維新
博推進協議会第14回運営委員会」に
おいて、幕末維新博地域会場の貢献
に対して高知県から自由民権記念
館などに感謝状が贈呈されました。

収蔵資料の出展 ～旅する資料～
　宮崎市安井息軒記念館主催の企画展｢自由民権
運動と安井息軒の弟子たち｣（3月10日㈰終了）に収
蔵資料を出品しました。
　当館からは｢自由万歳徳利（複製）」｢板垣総理被
害短刀（複製）」｢国会寿語録｣を出品し、企画展の
充実に協力しました。

Topics トピックス

申込不要
申込不要

『高知市立自由民権記念館紀要 第24号』

◉論文
｢人民平均の理」
　　～形成過程と評価の再考～....................髙木  翔太
　昨秋に開催された高知近代史研究会での講演「高知
藩の時代」をもとに書き下ろしたものです。聴き逃し
た方は是非一読を。

◉資料紹介
幸徳秋水の写真及び書簡..................................筒井  秀一

◉報告
高知市立自由民権記念館における学校教育連携事業
　　～｢板垣退助｣を題材に～........................木下  達哉
The Birth and Growth of Modern Japan ー The First Decades
／近代日本の出発
　　　　　............高知県立大学国際日本学受講生自由万歳徳利（複製）

出版物のお知らせ 3月末発行

　当館は、平成22年４月から施設管理業務に指定管理者
制度を導入しています。平成31年３月に第３期の指定期
間が終了することから、昨年、次期指定管理者を募集。審
査の結果、４月１日から伊予鉄総合企画株式会社高知営業
所が引き続き指定管理者となります。
　指定管理者は、施設・設備の使用許可や維持管理に関
する業務のほか、自主企画としての企画展やイベント等を
行います。引き続きよろしくお願いします。
　なお、学芸企画業務はこれまで同様に高知市が直営で
行います。

　　　　　　この度、自由民権記念館の指定管理者として第３期目に引き続き第４
期目の指定をいただきました「伊予鉄総合企画株式会社」です。
　自由民権記念館は名前のとおり「自由民権運動」をテーマにした博物館であり、
自由民権運動の高まりの中で生まれた高知市が市制100周年を記念して建設した
高知市のシンボル的な教育施設です。近代社会に大きな役割を果たした土佐の先
人の思想や願いを後世に継承していくことを目的とした施設であると考えています。
　指定管理者として、常設展示の利用者には貴重な資料をご覧いただきながら、
理解を深めていただけるような展示解説や子供から大人までが自由に参加できる
ワークショップなど自由民権記念館を様 な々目的で利用いただけるよう普及啓発に
注力していきます。
　これまでの経験を活かし、地域の中の公共の教育施設としての役割が果たせる
よう確かな運営を心掛けていきますので、今後ともよろしくお願いいたします。

平成31年４月１日からの
指定管理者について

ごあいさつ

500円（税込）

  7月20日（土）～2020年4月5日（日）  

■市制130周年記念企画展
「高知市の今昔」展（仮）

会場：２階特別展示室
※常設展観覧券が必要

  7月31日（水）予定  

■夏休み子ども歴史教室
小中学生が、館内で自由民権運動に
関するクイズラリーに挑戦。
※学校を通じて申込受付


